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サロベツ泥炭地湿地帯の形態

一一泥炭地の形態的研究 (1)一一

梅田安治清水雅男2

(北海道大学農学部土地改良学教室1・元植物園2)

(昭和 59年 10月29日受理)

On Natural Channels in Sarobetsu Peatland 

-Surface F orms on P巴atland(1)一

Yasuharu UMEDA and Masao SHIMIZU 

(Department of Agricultural Engineering/Department of Agricultural Biology， 
Faculty of Agriculture， Hokkaido University， Sapporo， ]apan) 

1.はじめに

泥炭地と呼ばれるものは，世界的には230万km九日

本には 200km2あるとされている。北海道に大部分があ

り，そのほとんどが，石狩川，~"酪川，サロベツ川など

の下流低平地に大きな団地として分布しているのも，そ

れらの泥炭地の特徴であろう。

泥炭地とは泥炭が分布しているところであるが，その

泥炭の諸特性が著しくパラツキのあること，それら特性

の把握し難いこと，調査の困難性などから研究が十分な

されていない。また，水分の多いこと，乾燥→湿潤に関

して難可逆性であること，植物残遺体を主な構成素材と

するため均一性に欠けるなど，泥炭と泥炭地の諸特性の

関連性が極めて不明確であることも研究進捗の阻害要因

となっている11)，12)。しかし北海道の泥炭地は平坦地で

あり，水利の{更の得やすいことなどから，明治以来，開

発利用可能地と考えられ，土嬢的調査研究8)，9)が主にす

すめられて来ていたが，近年は道路，堤防などの建設地

盤としての調査研究の対象ともなっている。また，泥炭

地の人為的変化が増大するとともに，地学的，生態的研

究もなされるようになって来た3)，4)，5)，6).7)，10)。

いま，泥炭地の総括的理解のために，泥炭地の形態に

視点をおし、た研究をすすめようとするものである。すな

わち，泥炭地の形態を軸として，その泥炭地の生成発達

の過程，構成素材，さらに泥炭の諸特性の関連を知るこ

とにより，泥炭地としての特性を見い出そうとするもの

である。すなわち，泥炭地地表面の状況を導入部とした
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形態的研究をすすめることによって，泥炭地の性状特性

の指標を求めようとするものである。

サロベツ泥炭地は北海道北部にあり，サロベツ川|の大

きく湾曲した部分に広く分布している。その湾曲部に囲

まれた部分の西側(サロベツ川左岸)の部分に湿地溝が

分布している。これらの形態と成因に関して報告する。

2 樹枝状湿地溝の形態と成因

サロベツ泥炭地の西側のサロベツ川左岸地帯に樹校状

湿地溝が見られる。航空写真による観察では，泥炭地の

内部から多数の小河川がサロベツ川へ流れ込むような形

状となっている。これらは細かく屈曲し，上流端部に近

づくにしたがって樹校状に分岐していて泥炭地の水の流

路ともなっていることが容易に想定される (Fig.2)。

この樹枝状湿地溝の上流端部の一部 (Fig.3)を地上で

測定した結果を Fig.4に示した。地表で確認できる最

上流部は，幅10cm，深さ 10cm程度の潜までで，地表

を覆う植生による凹凸と区別が付かなくなっている。下

流部からの連続状況を追跡していくことでその存在がよ

うやく確認できる程度である。下流に向かうにしたがっ

て，絡は深く大きくなり明確な形状を示してくる。この

付近では，溝は細かい屈曲をしながらもほぼ一定方向へ

流れている。

この湿地溝の断面形状を Fig.5に示す。溝に沿って，

A~F の 6 地点での横断面図，また底音ßおよび関口部の

地表面の高さを縦断形状として示した。横断形状につい

て見ると，溝の底部は平坦であり，関口部は両岸がセリ
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Fig. 1. The map of Sarobetsu peatland showing the location of study 

area (broken line). 



Fig.2. 

権回・清水: 泥炭地湿地溝の形態

」
500m 

The map of study area showing surveyed area and research line. 
Dendritic pattern channels were investigated in site 1， and arc-
shaped pools were investigate in site II. Ground surface， ground-
water table and vegetation were surveyed along the line at an 
interval of 100 m. Water level recorders were set at A 1 and E 15. 
Old river trace was identiiied on aerial photographs. 
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100m 
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Plan of the area where dendritic pattern channels originate (see Fig. 3， 

site 1). The location of cross section (A-F: see Fig. 5) and the stands 

of vegetation survey (Q1-Q8: see Table 1) are indicated. Water level 

recorder was set at E 15. 
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The pro五lesof transect and cross sections of dendritic pattern channel 

(see Fig. 4). The upper part of channel is narrow， but its bottom is 
wide and flat of the cross section. 

Fig. 5. 

水は認められなかったが，降雨時には流水があるものと

みられた。

いま，溝周辺部の植生状況をみるために，溝に沿って

Q1~8 の各地点で 2mx2m の方形区を設定し，各植物

の被度を調査した結果を Table1に示す。溝の形成さ

れている付近は，この泥炭地本来の植物相にチマキザサ

(Sasa plamata)が侵入しているのが特徴で，下流方向

にいくにしたがってチマキザサが多くなり密生する傾向

にある。特に溝底部の勾配が急になる Q7地点付近から

出して狭くなっている。これが著しくなると A，D地点

のように両岸がまったく接続している部分も見られる。

F地点より下流では， Fig.5に示すように溝の周聞の地

盤が溝に向って傾斜する広幅V字谷のごとき形状が明

確になってくる。縦断形状についてみると，溝底面は，

上流部では緩勾配であるが， Cから F地点にかけて急勾

配で下がり，さらに下流では再びゆるやかな勾配になっ

ていることがわかる。この溝はさらに数本の支線と結合

してサロベツ川へ続いている。調査時にはこの溝内に流
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Photo. 1. Sectional view of a dendritic pattern 

channel seen on the wall of an arti-

iicial drainage channel. 

Photo. 2. Vertical aerial view of the dendritic 

pattern channel in Sarobetsu peatland 

taken by balloon. Course of the chan-

nel can be seen as a dark colored belt. 

下流では，チマキザサ以外の植物が急に少なくなり，ま

たチマキサ.サの茎高は大きくなる傾向がある。 Q8地点

では，まったくチマキザサのみの密生地となってしまい，

茎高も1.5mほどになる。この周辺では溝の関口部がチ

マキザサの古い葉でまったく覆われた状態となっている

部分が多L、。 Photo2は気球カメラ13)によって上空よ

り撮影したこの溝付近の植生状況である。暗くみえるの

が溝に沿ってチマキザサの大きくまた密になっている部

分である。

この溝を測定した地区の地下水位記録計を設置した

E 15地点を通り，泥炭地を横断するように南西方向へ

100m，北東方向へ2，000mの調査線を設定し， 100m間

隔で調査地点を設け，地盤高，地下水位，地表植生を調

Photo. 3. View of the area where dendritic 

pattern channels are well developing， 
covered by Sasa palmata community. 

査した。 Fig.6に地盤高，地下水位， Table 2に地表

植生の調査結果をそれぞれ示す。 1，400m地点、を中心に，

ミズゴケ類 (S，ρhagnumpapillosullI， Sphagnum spp.) 

が良く発達し， ホロムイスゲ (Carexmiddendorffii)， 

ツルコケモモ (VacciniulIl oxycoccus)などをともなっ

て高位泥炭地植生が広がっていて，地表面も周囲より高

く盛り上がったようになってL必。 600mから 700m地

点は，航空写真の判読から河川の流路跡が認められ，地

表面は低くなり極めて軟弱な部分である。 400m付近は

表面が高くなっていてミズコケ類の発達の良い部分で・あ

る。 100m地点からチマキザサが現われ， Om地点E15 

方向へ地表面が急に低くなってゆくとともにチマキザサ

が増加し他の植物が減少してゆく。 Om地点と 100m地

点のほぼ中間にあたる付近に溝の上流端部の 1つが認め

られた。この溝は， Fig.6から見て地表面がサロベツ川

方向へ大きく低下してゆく地表面勾配の変換点にあたる

場所から始まっていることがわかる。

Fig.7は，現在チマキザサに覆われている溝上流端部

にあたる地点の土層断面図で、ある。地表から約5mまで

のほとんどがホロムイスゲ，ツルコケモモなどの含まれ

るミズゴケ泥炭によって構成されており，チマキザサが

侵入してくる以前は，高位泥炭地植生が発達していたこ

とを示している。

これらのことから

1) 溝はサロベツ川へ向って次第に低下していて，横

断面図をみると次第に大きくなり，広l隔V字谷のごとき

形状になっている。また平面でみると，溝は多数の支流

を合流してサロベツ川へ流下する形状がはっきりしてい

る。これらのことから，この溝が水の流路として機能し



1‘able 1. Floristic composition of Sasa palmata community along the dendritic pattern 
l 器

channel in Sarobetsu peatland (see Fig‘4) 

一一一~坦竺Ll Q1 Q2 Q3 Q4 Q5 Q6 Q7 Q8 
Plant names¥¥Number of species 16 14 12 12 13 9 2 1 

Sasa palmata 4 4 5 5 4 5 5 5 チマキザサ

J'v1yrica gale var. to川entosa 3 3 3 3 2 2 ヤチヤナギ

λ;[olinio)りsisjaponica 2 2 1 1 1 2 ヌ ーョr カヤ

Ilex crenata var. paludosa 2 3 4 2 3 ノ、イイヌカヤ

Erio)りhorωnvaginatum 2 2 2 1 2 ワ タ スケ、
ム-'-rで

Ledum palustre var. divel叫ρilosum 1 1 1 2 エゾイソツツジ 話詰tf 

Phraglllites communis 3 1 2 1 ヨ シ
¥/」l』

中下

Rubus challlaemo rus 1 1 1 1 ホロムイイチゴ 再匹
中下

Solidago vira-aurea var. leiocarpa 1 1 1 1 コガネギク 三詰

Sanguisorba tenuifolia var. alba 1 1 1 ナカボノシロワレモコウ
主主
〉斗

Hemerocall日 middendorffii 1 1 エゾ七‘ンテイカ F昔
糊

Iris sp. 1 1 アヤメ属 sp.

Heloniopsis orientalis 1 1 ショウジョウパマカ
当者
ト~

よh

Vaccinium oxycoccus 3 ツノレコケモモ 出持

Parnassia palustris 1 ウメバチソウ
5事

Hosta rectifolia 1 タチギボウシ 。a
Lastrea nipponica 2 ニッコウ、ンタ

'Jiil 
2 1 3 1 

Coptis trifolia 2 1 1 3 ミツノξオウレン

Cal・'ex川 iddendorffii 1 1 ホロムイスゲ

Lycopodiu/ll obscurum 2 マンネンスギ

Calalllagrostis langsdorffii 1 1 1 イワノカリヤス

OSJllunda asiatica 1 1 ヤマドリゼンマイ

Hydrangea paniculata 3 1 3 1 ノ ウツギ

* Quadrat area: 2 m X 2 m. Cover value: 1， coverく10%; 2， cover 10-25%; 3， cover 25-50%; 4， cover 50-75%; 5， cover 75-100%. 
Date: Sep. 2， 1977. 



Vegetation data from the stands which were set on th巴 researchline and at point A 1 in 
Sarobetsu peatland (see Fig. 3) 

Table 2. 

弓5二二三三ごDi玩元日(白)j
¥ 一一一一一一一 1-100 0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000 1100 1200 1300 1400 1500 1600 1700 1800 1900 2000 ー

、 Number-;;{I ~ (~~5).~ .~ .~ .. (~1) 
Plant names¥spec附 5 14 13 10 13 14 8 4 5 7 8 8 9 10 10 8 9 11 12 11 7 12 8 

蕊

E
・
都
渋

日
嗣
酔
即
答
時
剛
法
務
局
)
送
、
感

5 4 2 チマキザサ

ISEfdηe5z oG iぅCIhrMourJznudzmtad ta uVdaSr ZHdtunt 2 1 1 2 1 ワタスゲ

ren 1 1 ハイイヌツゲ

LOHLeaspCdApLsui zt叩Utァ山fフ4ueenωarddmoFp“njssPa fZIψa2s 2jo4s moMmanFnuuCn e“cjM刊uu ar tt5 

1 1 1 エゾイソツツジ

1 
ショウジョウノミ

カマ

1 ニッコウ、ン夕、

1 ヤマドリゼンマイ

fSfoyVfdaifdr radgnfoegieoza cyiarIrdMl-M a nicufatd 
1 ノリウツギ

una 
1 1 1 コカネギク

Sanguisorba tenuifolia 1 1 1 1 1 1 1 1 
ナカボノシロワ

var. alba レモコウ

Hemerocallis midden・ 1 1 1 1 1 1 1 2 1 エゾゼンテイカ

1c14hd0cauo1infπndtFdztoa eZ pdsaips hJnape ocnoilc:a y-
2 1 1 2 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ヌマカヤ

1 2 1 1 1 1 1 2 1 1 1 ホロムイツツジ

Myrica gale Var. 2 2 4 1 1 1 3 3 3 1 2 1 2 2 2 1 1 1 2 ヤチヤナギ
tomentosa 
Rubus chamaemorus 1 1 1 1 】つ 3 1 1 1 1 1 1 2 1 1 1 4 ホロムイチゴ

Carex middendorffii 3 3 4 2 3 3 3 4 4 3 4 3 1 4 4 2 4 4 4 2 4 ホロムイスゲ

spD17bdTlhoczdacsgesinrpnza izuuumHn 1p0a4EρJy2cfofoccsuum s 
3 4 3 3 3 4 3 3 4 4 2 3 2 3 3 1 2 2 3 3 3 ツノレコケモモ

4 2 4 4 3 4 1 3 イボミス、ゴケ

1 2 1 1 3 1 1 1 1 4 5 5 3 4 1 1 2 5 ミスゴケ spp.
rotsupnpd. i/olid 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 モウセンゴケ

HScohsetuaclrzzecgtriifd o12a 2 1 3 1 2 2 1 2 1 1 タチギポウシ
palustris 1 1 1 1 1 1 1 1 1 1 ホロムイソウ

Carex lim05a 1 2 1 ヤチスゲ

lIfrhis ynclzosFord dJbd 1 ミカヅキグサ

zsicslpai. tu 
1 1 1 アヤメ属 sp.

Lysichitum camtscha-
1 1 1 ミスバショウ

tcense 

JE1fJeenoychaanfthifs ts trグ'oliata 1 ミツプf、ンワ
sp. 1 ハリイ属 sp.

ELVymJedcrJoaFうpetotrornUdut7ci7pPzuuZmm s河tuzgonbfzstmucupezruvtm 4a77r1 . 
1 3 3 3 1 カンコウラン

1 1 マンネンスギ

1 コノζイケイソウ

道
Cover value: 1， coverく10%;2， cover 10-25%; 3， cover 25-50%; 4， cover 50-75%; 5， cover 75-100%. Quadrat area: 2 m X 2 m. 

Date :Jun. 22-24， 1976. 

本
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Fig. 6. The cross section of Sarobetsu peatland (see Fig. 3) showing ground 

surface and groundwater table. The part where dendritic pattern 

channels develope is on the slope， indicated on the left side of this 
sectlOn. 
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SphagmゐmPeat 

Sphagηum -Carex m王ddendorff王手 Peat

Carex middendorffi王-Sphα伊 umPeat 

Sphagn肌 - Vaccini山刀 oxycoσσus-
Carex middendorffi王Peat

S♂hagnum -Carex middendorffii Peat 

Carex middendorffii -Sphαgnwn Peat 

Sphagnum -Carex middendorffii Peat 

Carex middendorffii -今hagnumPeat 

Clav 

Ignition 
Loss (%) 

95.5 

95.2 

69.4 

84.4 

58.4 

39.5 

Fig. 7. The soil pro五leshowing peat forming plants and ignition loss 

of peat at site II (see Fig. 3). 
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ていることは明らかである。

2) 溝が形成している地区の地表面は，現在チマキザ

サで、覆われているが，土層断面でみるとかつてはミズゴ

ケ類など高位泥炭系植生が発達していた。 Photo1にも

みられるように溝の底部は横断的には平坦であり，堆積

した泥炭の層構造に沿って侵食されているものとみられ

る。したがってこの溝は，泥炭地として一度形成された

ものが侵食されてできたのであろう。

などということが明らかである。さらに溝の生成に関

しては

1) 良く発達した高位泥炭地では， 規模が直径数km

を越すと，雨水によって供給されている中央部の水が，

泥炭中を通って流出しきれず，地表に流路を作って流出

することが知られている2)。 サロベツ泥炭地においても

このような現象が生ずる可能性のある規模である。

2) サロヘツ泥炭地は，サロベツ川放水路が掘削され

る以前は，春の融雪期などに冠水することがしばしばあ

った。この冠水した水が流出する際に，流水が地表植生

を押したおす，または地表を侵食するなどして溝の発生

源になる流路を形成した。

3) 何らかの原因により，一時的にサロベツ川|の水位

が低下し，サロベ:ソ川に沿って泥炭地との間にある自然

堤防の粘土分の多い鉱質土の部分に切れ目ができた。こ

の切れ目を通って泥炭地内の水が流出し，流路を形成

した。

などが考えられるが，これらを特定することはできな

い。しかし一度発生した溝は大雨の流出や，融雪水が

集中して流れるため次第に洗掘され，上流側へ影響し

て，樹枝状に支流を形成し，排水溝を掘った時と同様に

周辺の地下水位を低下させて排水の影響を溝の周囲の泥

戸 4。

炭地に及ぼすことになる。すなわち，泥炭の乾燥化が始

まり，収縮，圧縮が生じて溝の周辺の地盤は次第に沈下

する。泥炭地の乾燥化とともに，それまでの過湿な状態

では生育できなかったチマキザサが侵入し始め，次第に

元の泥炭地植生とおきかわることとなった。泥炭の乾燥

化にともなう収縮，圧縮の影響で地盤として透水係数が

小さくなる傾向がある一方で，地表近くでは形成される

チマキザサの根茎の層の影響で，透水係数が大きくなる

ことが考えられる。このためチマキザサの侵入で，雨水

が溝に集中しやすくなり，さらに溝の発達を促進する結

果をもたらすとみることができる。チマキザサの侵入前

線がこの樹校状湿地溝の上流端部を囲むように展開して

いるのは，チマキザサと溝のこのような密接な関係が平

面の構造に現われたものと理解できる。

3. 円弧状湿地溝の形態と成因

円弧状湿地溝は樹枝状湿地溝の上流端より上の方に，

樹校の合流点を中心とした同心円のように分布してい

て，その幅は数cmのものから 2m以上にわたるものま

でがある。その大部分は湛水状態である。その一例の平

面形状と断面形状を Fig.8， Fig. 9に示す。

この円弧状湿地溝は，樹枝状湿地溝周辺の水位が低下

したとき，その上流端部で急速落水的に急激な土圧の増

加があり，円弧すべり的破壊によって発生したものであ

ろう。溝の底が円弧中心部の方へ急傾斜であること，円

弧内倶1]の地表面が溝の方へ傾斜していること，さらに

は，内側へ若干勾配をもっている下層の粘土層が滑りの

結果として感上っているようにみえる部分もあることな

どから推定できる。また，これらは泥炭地生成の末期に

高位泥炭的発達をする過程で，同心円的うず巻き状に

Fig. 8. The plan of arc-shaped pools (see Fig‘3， site II) showing section 
lines (see Fig. 9). The pools are long and narrow. 
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Fig.9. The cross sections of arc-shaped pools. The bottoms are sloping， 
the deeper part is situated near the internal banks of pools. 



方がわずかに遅れが認められるが，全般的にはE15， 

A1の両地点とも降雨とともに上昇しはじめている。上

昇量はE15地点の方が A1地点よりはるかに大きく，

また急激である。上昇水位のピークの発生時刻について

は， E 15， A 1の両地点で差はほとんど認められない。

降雨後の地下水位の低下状況は， A1地点では緩やかで

直線的であるのに対し， E 15地点では急で逓減曲線状

を呈している。全体として， E 15地点でt土地下水位の変

動幅が大きく， A1地点では変動幅が小さいと言える。

この結果は，すでに知られている泥炭地の地下水位の変

動パターンと対応してみると， A1地点は典型的な未開

発の高位泥炭地の地下水位変動パターンを示している。

これに対し E15地点では，すで、に開発利用されている

(排水系が完備されており，泥炭の有効間際も小さい)泥

炭地の地下水位変動に極めて類似したものとなっている
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形成されて行くときの溝部に相当するものとも考えら

れる。

泥炭地湿地溝の形態梅田・清水:

湿地溝域の形態

樹校状湿地溝の存在する地区の E15地点と，湿地溝

の影響がまったく及んでいないとみられる泥炭地中央部

の A1 地点 (Fig.3 に示す)における 1977 年 8 月 ~9 月

の地下水位変動と降雨の状況を Fig.10に示す。降雨に

対応している地下水位の変動は， E 15地点と A1地点で

は著しく異ったノミターンを示している。 18日間の無降

雨期間のあった9月初めで比較すると， A1地点の地下

水位面は地表から 17cm下にあるのに対し， E 15地点

では地表から約40cm以上下がっているoまた，降雨に

対する地下水位の上昇現象の発生についてみると，長期

間降雨の無かった後の 9月4日の降雨時に， E 15地点の
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Fig. 10. 
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1. 2. 3. 4. 
Fig. 11. Schematic model of dendritic pattern channel and arc-shaped pools 

development in Sarobetsu peatland. 

1. Small channel is cut at the bank of river 

2. Beginning of channel development. Peat of this area is drained. 

3. Further development of channel， formation of dendritic pattern. 
Sasaρalmata plants invade the surrounding， dried area. 
4. The mass movement of peat occurs， and arc-shaped pools are formed. 

ことがわかる。これは， E 15地点付近の樹枝状湿地溝が

周聞の泥炭に対し排水効果を及ぼし，高位泥炭地に人工

的に排水溝を掘削したのと同じ状況をもたらしているも

のと考えられる。

ザロベツ泥炭地における樹校状および円弧状湿地溝の

形成を模式的に Fig.llに示した。

1) サロベツ川に沿った泥炭地の地表に，融雪水など

による泥炭地内の水位の上昇，またはサロベツjl/の水位

の低下などにより流水の通る小さな溝(樹校状湿地溝の

始まり)ができる。

2) 溝がで、きたために泥炭地内の水が集中流下しやす

くなり，務は泥炭地内へ発達して行く。それまで川岸の

沖積土上に生育していたチマキザサは，溝に沿って乾燥

化しはじめた泥炭地に侵入してし、く。

3) チマキザザの侵入とともに，さらに発達する溝の

周囲の泥炭は乾燥化し，収縮・分解しはじめる。このた

め海の周囲の地表面は沈下し，周辺の水は溝に集まり易

くなり，溝はさらに大きくなる。

4) 棒j枝状湿地溝の発達によって，周聞の泥炭地に比

べ，溝の付近の泥炭は乾燥化・分解・収縮し，さらには

地下水位に大きな差を生じ，樹校状湿地溝の展開した地

区を囲むように泥炭地にキレツが発生して円弧状湿地溝

が形成される。

5 おわりに

サロベツ泥炭地における湿地溝の成因と形態，湿地溝

周辺部の形態に若干の調査検討を行った。これらの知見

は，単にそれにとどまることなしサロベツ泥炭地の形

成，性状を特定する手懸りとなり得るであろう。今後は

サロベツ泥炭地とともに他の泥炭地についても研究をす

すめる予定である。

この研究をすすめるにあたり，日頃から便宜を取り計

って戴いている土地改良教室の各位，各種御討議戴いた

植物園辻井達一助教佼に厚く感謝申し上げる。
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Summary 

The Sarobetsu peatland lies in northern part of 

Hokkaido， Japan， and its prevalent part is covered 

with bog vegetation (Fig. 1). On the western part 

of the peatland， near Sarobetsu River， there are 

narrow channels and pools. They were identi五ed

as dendritic pattern channels and arc-shaped pools 

on aerial photographs (Fig. 2). These channels and 

pools are di妊erentfrorn pools pattern formed by 

hollow-hurnrnock complexes known from other 

peatlands. The surface features are one of the 

rnost irnportant keys to study about peatlands. In 

this work， the developing process of the channels 

and pools was investigated. 

The dendritic pattern channels originate inside 

the peatland and discharge to Sarobetsu river. 

The channel begins usually as shallow ditch for-

rned at the peat surface‘ As the channel goes 

down， it becomes deep and wide and has a bare 

peat bottorn， but its upper part is narrow. There-

fore， on the cross section， it is bell-shaped， and 

its upper part， in some places， is closed by grow-

ing vegetation (Photo. 1， 2). Farther down the 
channel， close to Sarobetsu river， the ground on 

both sides of channel becomes clearly sloping 

(Fig. 5). The soil profile at the beginning of chan-

nels shows the bog peat (almost exclusively Spha-

gn仰 t一Carex 川 iddendorffii peat)， about 5 m in 

depth， formed over a layer of clay (Fig. 7). These 

facts show that the channels were eroded by 

drainage streams in the peatland. 

On the transect， in the area with well developed 

channels， ground and the groundwater table slope 

down to Sarobetsu River. Near the river the gro-

undwater table was situated deeper below the 

surface than in the central area (Fig. 6). 

The groundwater level obtained from the area 

with well developed channels indicated that water 

level rose rapidly at the .rain and fell rapidly after 

the rain (Fig. 10). The pattern of water level 

fluctuations is sirnilar to that of well drained 

peatland. This indicates that the channels are 

well functioning as a drainage systern. 

Under the influence of drainage， the peat in the 
neighbourhood of the channels becomes dry， de-

compose and shrinks. Then， Sasa palmata plants 

begin to invade the bog vegetation (Table 1， 2). lt 

was identi五edfrom aerial photographs that the 

area occupied by Sasa plants and the area where 

channels developed， are similar in extent (Fig. 2). 

It was concluded that the invasion of Sasa plants 

speeds up the development of channels， because， 
generally， the growth of Sasa roots increase the 
perrneabi1ity of soil. 

The arc-shaped pools are observed in some 

places in the area where dendritic pattern channels 

originate. The pools are long (more than 100 rn) 

and. narrow (less than 5 m) (Fig. 8). These pools 

are arranged in lines lying side by side like the 

parts of concentric circles. The circle center is 

located downward of the channel (Fig. 2). The 

pools are very deep and sometimes its bottorns 

reach to the clay layer. On the cross section 

their bottoms are sloping， the deeper part is situ-

ated near the internal bank (Fig. 9). It was sug-

gested that the pools were formed by mass move-

rnent of peat. The rnass movement occurred when 

water table begun to fall due to the drainage 

e妊ectin the channels' area. This caused irnbalance 

at the boundary between drained and undrained 

peat， which resulted in the mass movernent. 

A proposed explanation of a process of channels 

and pools development includes four steps: (1) a 

small channel is cut at the bank of river; (2) the 

channel begin to develop and peat of the area is 

drained; (3) the channel develops into dendritic 

pattern， and area is invaded by Sasa plants; (4) 

arcshaped pools are formed by mass rnovernent 

of peat (Fig. 11). 


